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tt 0765-83-1100 朝日町役場 ・〒939-0793富山県下新川郡朝日町道下 1133

-rらくち～のjの入館者20万人達成ー
昨年4月にオープンした町環境ふれあい施設Iらくち～のj

の入館者が2月7目、20万人を達成し、記念セレモニーが

行われました。

20万人目となったのは藤塚の堀川勇二さんで、魚津町長

とくす玉を割った後、記念品や花束力、贈呈されました。堀川

さんは、 「本当に驚きました。ここのおふろに入るようにな

ってから体の調子がいしリと昨年8月からほとんど毎日来て
いるそうです。このほか、 20万人の前後10人目の来館者2
人にも記念品が贈られました。

の

引
リ
サ
イ
ク
ル
法

に
つ
い
て

知
っ
て
お
き
た
い

国
民
年
金
の
基
礎
知
識

ふ
れ
愛
こ
う
さ
点

み
ん
な
の
ペ
ー
ジ

区
長

・
町
内
会
長
紹
介

ま
ち
の
う
ご
き

ふ
く
し
の
窓

く
ら
し
の
情
報
室

あ
さ
ひ
の
美
術

2 

⑥ 広報あさひは資源保護のため湾生御使用しています
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家電4昂目（冷蔵庫、エアコン、テレビ、洗濯機）のリサイクルの流れ

廃棄したい家電4晶目

＼当資源としてリサイクル
21世紀はモノを捨てない「循環型社会jヘ。牽~足立.:i2Jk:拳を郵便眉や家

電小売店（取り扱っていない店も
あります）でリサイクル料金を受
払い、購入することに芯ります。

ごみを出す私たちにも責任があります。

日本は戦後、目覚ましい経済発展をとげました。その一方で［大量生産、

大量消費jによって生み出された廃棄物は増加の一途をたどっています。特

に家電製品は収集に手聞がかかるうえ、処理施設での破砕も難しいため、大

部分が埋め立てられています。その反面、リサイクルが可能な有用な資源を

多く富んでおり、リサイクル体制の整備が必要と考えられていました。そこ

で、 4月1日から家電リサイクル法が始まります。

この法律は、これまで燃やせないごみとして処理してきた廃家電を消費者、

家電小売店、家電メーカーがそれぞれの役割を果たしながら、リサイクルす

るものです。

今月は先月に引き続き、この家電リサイクル法についてお知らせします。

家電製品は長く大切に使い、使えなくなったらリサイクルして、みんなで

地球環境を守りましょう。

収集（消費者負担）

｜家電メーカー ｜

家電メーカーは受け取った家電製昂
をリサイクルします。

司

↑ 

望

家電小売店

消賢者から家電製昂を引き取り、家
電メー力ーの指定した引き取り場所
へ運搬します。

指定引き取り場所
ヘ
「

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
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av家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対

象
と
な
る
家
電
製
品
は

冷
域
防
、
エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ

洗
叫
航
機
の
4
品
川
で
す
。

（己主ヨロb
、 ンの

話

阿

国

問

－
処
分
し
た
い
家
電
製
品
は

ど
う
す
る
の

対
象
と
な
る
4
品
川
の
・
家
小
山
製
品

を
口
い
伴
え
る
と
き
な
ど
に
、
的
仰
H

臥
れ
が
料
金
を
立
払
っ
て
・
叫
が
小
山
小
川
川
山
川

に
川
刊
さ
取
っ
て
も
ら
う
ζ
と
に
な
り

ま
す
。

さ
い
こ
の
叫
ん
川
、
小
必
店
に
は
山

い
家
泣
製
品
を
引
き
取
る
い
必
務
が
あ

り
ま
す
そ
の
際
、
消
沈
前
に
は
、

そ
の
家
川
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
た
め

の
料
令
と
、
収
集

・
運
搬
す
る
た
め

の
料
金
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。A

V
ど
う
し
て
消
費
電
か
料
盆
を
負

担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

家
泣
リ
サ
イ
ク
ル
法
を
円
別
に
運

用
す
る
た
め
に
は
、
小
売
店
に
よ
る

収
集

－
巡
織
、
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
リ

サ
イ
ク
ル
、
そ
し
て
消
費
宵
に
よ
る

抗
用
口
判
と
い
っ
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の

役
川
分
相
が
必
泌
．
小
川
，
U
八
で
す
の
山

政
行
も
抗
川
の
分
刊
を
通
じ
て
、
術

開
型
経
済
社
会
の
榊
築
に
向
け
て
前

説
な
役
訓
を
判
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

－
消
費
者
が
負
担
す
る
料
金
は

リ
サ
イ
ク
ル
す
る
た
め
の
料
金
は

次
の
ぷ
の
と
お
り
で
す
。
こ
れ
以
外

に
、
収
集

・
巡
搬
す
る
た
め
の
料
金

を
白
川
一
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

A

な

お
、
収
集

・
辺
搬
す
る
た
め
の
料
金

は
、
小
打
以
来
斤
が
店
副
次
ぷ
に
て
公

去
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
料
金
（
悦
別
）

洗濯俄
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冷蔵庫

な
お
、
山
記
の
利
金
は
代
打
火
的
な

メ
ー
カ
ー
の
も
の
で
、
こ
の
料
金
と

異
な
る
料
令
を
公
表
し
た
メ
ー
カ
ー

も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
山本
U
4仙
け
で
迎
店
業
μ
n

wm
J

が
わ
か
ら
な
い
も
の
の
リ
サ
イ
ク

ル
料
金
｛
悦
川
）
は
次
の
と
お
り
で
す
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A

－
苗
く
な
っ
た
家
電
製
品
を
引
き

取
っ
て
も
ら
い
た
い
の
で
す
カ

そ
の
県
川
を
附
人
し
た
山
本

U
小
必

山
か
、
川
じ
州
知
の
製
品
を
日
お
う

と
し
て
い
る
小
必
山
に
と
辿
結
く
だ

AV
小
売
店
・
メ
ー
カ
ー
に
は
ど
の

よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か

小
先
的
に
は
、
・
一
本
山
川
川
版
山
な
ど

の
・
誠
唱
小
売
山
川
や
迎
ハ
い
川
似
売
で
・
家
U

製
品
を
販
売
し
て

い
る
事
業
者
の
ほ

か
、
中
山
家
U
製
品
舎
取
り
扱
う
占

物
州
、
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
や

m

um－
な
ど
も
合
ま
れ
ま
す
。
メ
ー
カ
ー

に
は
家
叫
メ
ー
カ
ー
の
ほ
か
、
・
一
氷
小
山

製
品
の
輸
入
来
パ
が
A
パ
ま
れ
ま
す

－
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は

出
せ
な
く
な
る
の

平
成
は
年
4
H
l
川
か
ら
は
、
川

匁
と
な
る
冷
雌
州
、
エ
ア
コ
ン
、
テ

レ
ピ
、
洗
洲
慣
の
4
川
川
の
米
川
県

川
は
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
山
さ

れ
て
も
収
集
し
ま
せ
ん
。
押
さ
ん
の

ご
協
h
H
を
お
願
い
し
ま
す

不
法
役
棄
は

絶
対
や
め
ま
し
ょ
う
H

ご
み
の
不
法
投
袋
は
、
法
仰
に

よ
り
決
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
引が小山

リ
サ
イ
ク
ル
法
の
川
魚
と
な
る
冷

蔵
山
、
エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ピ
、
洗

川
航
機
の
4
品
目
を
不
法
投
策
し
た

場
行
は
、
一
胎
禁
物
処
州
法
に
よ
り
、

l
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
3
0
0

万
円
以
下
の
情
念
に
処
せ
ら
れ
ま

す

園調’



知
コ日

堅
固
岨
自
閉
山
川
時

孟面司，面孟

平
均
寿
命
が
年
々
仰
び
、
日
本
は
世
界

一
の
長
寿
国

と
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
み
ん
な
の
願
い
は
、
こ
の
長

い
老
後
を
健
康
で
豊
か
に
薯
ら
す
こ
と
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

年
金
は
世
代
と
世
代
が
麦
え
合
う
制
度
。
麦
え
た
あ

な
た
が
将
来
み
ん
な
に
支
え
ら
れ
る
、
助
け
合
い
（
相
亘

扶
助
）
の
制
度
で
す
。

品
フ
月
で
は
こ
の
年
金
に
つ
い
て
、

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

簡
単
に
お
さ
ら
い

‘孟孟孟マ
保
険
料
制
川
l
3．
3
0
0
H

（
平
成
ロ
年
度
）
の
保
険
料
を
支
払

、つ
。

や
州
市
パ
タ
ー
ン
が
変
わ
る
と
、
川

民
作
品
恨
の
加
入
の
机
矧
が
変
わ
り
、

そ
の
皮
ご
と
に
年
金
の
手
続
き
が
必

必
で
す
。

T
続
き
を
せ
ず
に
般
っ
て
お
く
と

年
余
制
は
も
ち
ろ
ん
、
年
金
の
受
給

な
ど
に
大
き
な
出
響
を
う
え
る
こ
と

に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
抗
の
場
合

は
必
ず
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

〈就
職
し
た
と
き
〉

本
人
は
第
l
り

被
保
険
行
を
や
め
る
手
続
き
。
配

偶民
引
は
第
3
H
V
被
保
険
行
に
な
る

手
続
き
。

〈
退
職
し
た
と
き
〉

本
人
と
配
偶
行

が
出
l
り
被
保
険
行
に
な
る
子
絞

品
U

。

※
托
仰
閉
門
す
れ
ば
付
加
川
人
が
で
き
ま

す
。
保
険
料
は
侮
川
4
0
0川
で
す
。

第
2
号
被
保
険
者
．
会
社
員
や
公
務

員
な
ど
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど

マ
加
入
方
法
勤
務
先
の
人
引
担
当

が
加
入
下
続
き
を
し
て
く
れ
る
。

マ
保
険
料
毎
月
の
保
険
料
が
給
料

か
ら
天
引
き
さ
れ
る
。

第
3
号
被
保
険
者
・
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

（第
2
号
被
保
険
者
）
の
婁
な
ど

マ
加
入
方
法
該
当
行
が
役
州
制
作
金
係

の
窓
円
で
加
入
子
続
き
を
す
る
。

マ
保
険
料
何
川
の
保
険
料
が
配
仙

行
の
年
金
制
泣
か
ら
ぶ
払
わ
れ
る
。

〈転
臨
し
た
と
き
〉
配
偶
行
の
お
3

け
被
保
険
庁
の
附
川
変
必
・
市
ド
業

＋いし
確
認
咋
の
手
続
き
。

〈
結
婚
し
た
と
き
〉

こ
ん
な
と
き
に
は
届
け
出
を

就
職

・
退
臓
や
結
納
な
ど
で
職
業

配
偶
行
が
第
3

F

年
金
の
ス
タ
ー
ト
は
初
歳
で
す

－

日
本
に
任
む
却
此
以
仁
印
成
十本

揃
の
人
は
、
必
ず
川
以
年
余
に
加
入

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

以
前
は
、
初
此
以
上
の
乍
仰
い
の

加
入
は
れ
山
で
し
た
が
、
町
収
に

な
っ
て
揃
制
の
年
合
を
も
ら
え
な
か

っ
た
り
、
が
故
や
州
%
な
ど
で
附
川
円

以
舵
何
人
伝
が
も
ら
え
な
い
タ
ど
の
川

泌
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
．
平

成
3
年
4
川
か
ら
川
子
生
も
加
入
す
る

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

あ
な
た
は
ど
の
タ
イ
プ

国
民
年
金
の
加
入
の
タ
イ
プ
に

は
、
．
卜
凶
の
よ
う
に

3
H矧
あ
り
ま

す
。

第
1
害
担
保
険
者
・
自
営
業
者
や
農

林
漁
業
者
、
自
由
業
者
、
学
生
な
ど

マ
加
入
方
法
議
中
l
行
が
役
均
年
令

係
の
窓
円
で
川
人

F
就
き
を
す

る日
げ
被
保
険
行
に
な
る
子
続
き
の

〈
離
婚
ま
た
は
配
偶
者
が
扶
養
か
ら

は
ず
れ
た
と
き
〉

配
偶
者
が
茄
l

け
被
保
険
者
に
な
る
チ
続
き
。

〈
住
所
や
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
〉

任
以
出
の
州
山
と

．
紡
に

r続
き
。

こ
ん
な
と
き
に
こ
ん
な
年
金

凶
民
年
余
に
は
、
老
齢
基
礎
作
金

と
陣
心

num礎
年
金
、
辿
版
以
舵
年
金

の
3
附
知
が
あ
り
ま
す
。

－
日
歳
に
な
っ
た
と
き
・
：
老
齢
基

礎
年
室
が
受
け
取
れ
ま
す
。

マ
年
金
額
満
州
削
で
8
0
4．
2
0

O
問
。
た
だ
し
、
保
険
料
の
ボ
納

則
聞
な
ど
が
あ
る
人
に
は
、
そ
の

則
川
に
応
じ
て
減
制
さ
れ
ま
す
。

※
老
齢
川
一
舵
作
合
は
、
保
険
料
を

納
め
た
則
問
と
免
除
さ
れ
た
則

聞
が
合
わ
せ
て
お
年
以
上
な
い

人
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

－
障
害
者
に
な
っ
た
と
き
・
：
病
気
や

ケ
ガ
で
障
害
者
に
な
っ
た
場
合
は
障

害
墨
礎
年
金
が
受
け
取
れ
ま
す
。

マ
年
金
額

1
級
障
害
・：
1
．
0
0
5．
3
0
0円

2
級
障
害・：

8
0
4‘
2
0
0川

．
夫
に
先
立
た
れ
と
き
・
・
・
予
ど
も
の

あ
る
霊
や
予
ど
も
が
残
さ
れ
た
場
合

は
遺
族
墓
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

マ
年
金
額

8
0
4．
2
0
0円

（
加
算
初
を
除
き
ま
す
）

・圏・

入
の
形
態
は
全
部
で

3
種
類

－
あ
な
た
は
ど
の
タ
イ
プ
に
な
り
ま
す
か

．第3号被保践者
（サラリーマンの婁）

厚生年金保倹の彼保険者や

共；湾組合の組合員の彼鉄事E
配偶者でお歳以上鈎銭禾満

の人

．第2号被保隙者（サラリーマン）

厚築年金保険の被保険

者本人や共済組合の組

合員本人

・第 1号被保険者
－
そ
の
他
の
年
金
・
・・第
1
害
被
保
険

者
に
は
次
の
年
金
が
宣
給
さ
れ
ま
す
。

付
加
年
宣
・
・
・
定
額
の
保
険
料
に
月
額

4
0
0円
の
保
険
料
を
上
乗
せ
し
て

納
め
る
と
、

ー
カ
円
当
た
り
2
0
0

川
で
川
口
さ
れ
た
傾
が
盆
齢
以
舵
年

金
に
k
采
せ
さ
れ
ま
す

寡
婦
年
金
：
老
齢
棋
院
年
金
の
受
給

資
楠
の
あ
る
点
が
年
金
を
受
け
ず
亡

く
な
っ
た
場
行
、
い
必
が
印
成
か
ら

邸
此
ま
で
ぶ
の
年
令
舶
の

4
分
の

3
の
作
全
．
を
叉
け
ら
れ
ま
す
e

死
亡
一
時
金
・：
3
作
以
上
保
険
料
を

納
め
た
人
が
作
品
似
を
受
け
ず
亡
く
な

っ
た
均
合
、
納
め
た
年
余
制
に
応
じ

て
－
時
九
市
．
が
主
給
さ
れ
ま
す
。

公
的
年
金
の
メ
リ
ッ
ト

－
国
庫
負
担

受
け
取
る
年
金

3
分
の
l
は
悶
庫

負
担
（
税
金
）
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

凶
民
年
金
に
は
、
保
険
料
を
免
除
す

る
制
肢
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
免
除
さ
れ
た
則
附
で
も
保
険
料

を
納
め
た
則
附
の

3
分
の
l
が
支
給

さ
れ
る
の
は
、
こ
の
凶
山
口
判
が
あ

る
か
ら
で
す

－
物
価
ス
ラ
イ
ド

公
的
作
合
は
物
制
が
し
上
が

っ
た
ら

そ
の
分
、
年
令
制
も
上
が
る
完
全
物

価
ス
ラ
イ
ド
制
に
よ
り
、
年
金
額
の

実
低
価
値
が
守
ら
れ
て
い
ま
す
e

そ

第2号・第3号被保険者の保険料

厚生年金保険や共済組合

から必要な績だけ縄出金と

してまとめて支払われます。

つまり由民年金保険科を自

ら納める必要はありません。

第 1号被保険者と
任意加入者の保陳料

保険料は年齢や所向、性）JIJ

に関係なく全j1qa伴です。
定額保険料・月額13.300円
付加保険料・月額 400内（希望）

※保険料は平成13年度現在です．

※保険料の納め方l革、役I期の納｛、Hll

で納めるほカ＼便利な口座探tiが

あリます．

①si容圏内に住所がある60

歳以上65歳未満の人

②海外在住の20歳以上白書農

未満の日本人

③老齢（退職）年金受給者で

60織未満の人

責任意加入者
（希望して加入する人）

の
た
め
イ
ン
フ
レ
な
ど
の
物
酬
の
変

動
に
も
強
く
、
例
え
ば
、
今
作
山
の

老
齢
拡
ぃ
健
作
金
の
郁
は
、
今
の
年
令

制
度
が
始
ま
っ
た
1
9
8
6年
度
に

比
べ
て
同
万
円
以
上
も
上
川
し
て

い
ま
す
。

－
税
金
を
軽
減

例
以
年
金
の
保
険
料
は
、
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
、

所
仰
脱
や
比
民
脱
が
桝
滅
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
学
生
の
似
険
料
を
制
が

れ
判
し
て
い
る
助
A
H

は
、
そ
の
分
ち

抗
日
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
制
度

学
生
本
人
の
前
作
所
仰
が
．
山
化
水

mr以．卜（山
川
作
所
仰
が
飽
万
川
、
収

入
で

1
3
3万
円
以
下
）
の
と
き
に

は
、
判
例
元
川
市
の
所
得
に
か
か
わ
ら

ず
、
保
険
料
の
納
付
が
嫡
下
さ
れ
ま

す
。猶

予
さ
れ
た
則
問
に
つ
い
て
は
、

任
会
人
に
な
っ
て
か
ら
で
も
凶
作

以
山
円
で
あ
れ
ば
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
中
川
川
が
必
泌
で
す

の
で
役
似
の
年
令
係
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

年
金
に
閲
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

役
場
住
民
生
活
課
年
金
保

（内
線
1
3
2）
ま
で

竃調・
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温
か
み
の
あ
る
人
形
を
製
作

近
藤
朝
子
さん

「h
H
分
で
仰
心
仁
火
し
な
が
ら
、

ん
で
人
形
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
ι

こ

－・・・島噌聞，．

一

佐
渡
輝
正
くん

出
水
町
の
佐
渡
英
治

・

可
禅
美
さ
ん
夫
妻
の
長
男

（平
成
川
年
8
月
引
回
生
）

右
井
綾
乃
ちゃん

大
野
の
右
井
不
二
夫
・

小
百
合
さ
ん
夫
袈
の
長
女

（
平
成
日
年
8
月
4
日
生
）

バスケットボールチーム・泊クラブ

今年こそ1部昇格！ 楽
し

れ
か
ら
も
下
作
り
な
ら
で
は
の
出
か
い
人

形
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

近
雌
さ
ん
は
コ
．年
ほ
ど
前
か
ら
、
ち
り

め
ん
を
使
っ
た
人
形
を
製
作
。
下
立
や
ひ

な
人
形
な
ど
李
節
に
A
H
わ
せ
た
も
の
を
は

じ
め
、
揃
や
リ
ス
と
い
っ
た
動
物
を
愛
ら

し
い
作
品
に
仕
上
げ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
人
形
の
中
に
は
、
近
雌
さ
ん
が
’
川
宅

の
庭
で
育
て
た
ラ
ベ
ン
ダ
ー
が
人

っ
て
い

て
、
作
品
の
一
部
は
、
な
な
い
ろ
K
A
N

で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

近
雌
さ
ん
は
．
h
、
六
年
前
に
ハ

l
ブ
サ

ー
ク
ル
に
入
会
し
、
ハ
ー
ブ
を
使
っ
た
作

り
人
形
を
作
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
以

米
、
比
僻
見
ま
ね
な
が
ら
、
出
か
み
の
あ

る
作
品
を
製
作
し
続
け
て
い
ま
す
。
も
と

も
と

F
先
を
使
う
・」
と
が
川
町
き
だ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
「
暇
さ
え
あ
れ
ば

一
川
中
、

人
形
づ
く
り
に
没
即
し
て
い
ま
す
」
と
笑

い
ま
す
。
材
料
の
ち
り
め
ん
は
、
大
阪
の

問
um
ま
で
仕
入
れ
に
山
掛
け
る
こ
と
も
あ

る
そ
う
で
す
。

人
形
づ
く
り
の
裂
し
さ
は
、
完
成
し
た

と
き
の
喜
び
と
い
う
近
雌
さ
ん
。「
で
も

難
し
い
の
は
表
情
で
、
な
か
な
か
満
足
い

く
も
の
は
で
き
ま
せ
ん
」
と
訴
し
ま
す
。

現
也
は
、
ひ
な
人
形
を
裂
作
中
で
、
「
小

さ
な
も
の
で
す
が
、
か
わ
い
く
仕
ししが

っ

た
と
思
い
ま
す
」
と
笑
劇
を
け
ん
せ
ま
す
、

『
今
後
も
掠
々
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
作

っ
て
い
き
た
い
で
ナ
ね
」
と
抱
負
を
掠
っ

て
く
れ
ま
し
た
。さ；bやかさん

・圏・

中
島
晴
菜
さ
ん
（平柳
2
区）

さ
み
さ
と
小
学
校
6
年

私
の
将
米
の
少
は
、
戸
川
間
に
な
る

こ
と
で
す
的
は
行
護
射
さ
ん
に
な

り
た
い
と
か
、
花
尽
き
ん
、
漫
画
家

に
な
り
た
い
と
夢
を
コ
ロ
コ
ロ
変
え

て
い
た
け
ど
、

今
は
声
優
に
な
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

戸
川
限
は
、
ま

だ
ど
ん
な
こ
と

を
す
る
の
か
分

か
ら
な
い
け
れ

ど
か
な
え
た
い

で
す
。

安
達
静
雷
さ
ん
（松涛町）

さ
み
さ
と
小
学
校
6
年

私
の
拶
は
、
出
州
・
米
に
な
る
こ
と

で
す
。
色
々
な
人
物
を
附
い
た
り
、

物
消
を
々
え
た
り
し
て
お
も
し
ろ
そ

う
だ
か
ら
、
世
画
家
に
な
り
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、

絵
が
上
子
で
、
き

れ
い
な
ん
子
を
汗

け
る
よ
う
に
が

ん
ば
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
拶

が
か
な
う
と
い

い
で
す
。

伊藤千春さん （21成松涛町）

一一（開双柴ダイス 一一

現在、富山県のバスケットボールのリーグは1部8チー

ム、 2部8チーム、 それ以外のチームは3部として分類さ

れ、私たち泊クラブは現在2部に所属しています。

ここ数年でメンバーはずいぶんと若返りを図り、 5月に

ある入れ歯え戦での1部昇格を目標に、毎週水、土曜日の

2日間、泊高校の体育館で練習をしています。身長がそれ

ほど大きくないチームなので、 身長が低い分スピードでカ

/ 'i.ーしようということで、 相手チームに走り負けないよう

心捌けて練習に励んでいます。

パスケットは室内競按なので、年閣を通して試合があり、

試合後や練習後の反省会（ほとんどが大宴会）が楽しみの一つ

です。

昨年は、県の大会などで 1部チームと互角の試合をする

事ができたので、ぜひとも2部の大会で優勝し、 1部との

入れ替え戦に勝利し、 1部昇格のキップを手にしたいと思

います。

今年は、メンバーが縫える予定がないので、 パスケット

をしたい人（特に身長の大きい人）はぜひ、水、 エ躍日に泊高

校の体育館まで。メンバ一一同首を長くしてお待ちしてお

りますのでよろしくお願いします。

谷
口
真
友
佳
さ
ん
（陽光台）

商
保
小
学
校
6
年

払
の
拶
は
州
山
制
で
化
以
び
ん
を

営
む
こ
と
で
す
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、

花
が
大
好
き
だ
し
、

カ
ラ
フ
ル
な
花

の
中
で
働
く
花
屋
さ
ん
が
と
て
も
す

て
き
だ
か
ら
で
す
。

特
に
、
デ
ー
ト
す
る
カ
ッ
プ
ル
な

ん
か
に
色
と
り

ど
り
の
花
を
集

め
た
花
束
を
作

っ
て
あ
げ
た
い

と
以
っ
て
い
ま

す
。

常
石
裕
大
く
ん
（坊
）

あ
さ
ひ
野
小
山
手
校
6
年

伐
の
将
米
の
必
は
、

川
釣
り
の
プ

ロ
に
な
る
こ
と
で
す
。
即
日山
は
、
自

然
と
触
れ
什
え
る
し
サ
オ
に
伝
わ
る

引
き
が
た
ま
ら
な
く
良
い
気
持
ち
だ

か
ら
で
す
。

も
し
、
プ
ロ
に
な
っ
た
ら

n本
中

の
川
を
歩
き
川

り
、
そ
の
後
は

外
川
の
川
で
キ

ン
グ
サ
ー
モ
ン

を
釣
っ
て
み
た

い
で
す
。

ス
ノ
i
ボ
l
ド
に
夢
中

比
会
人
と
な
っ
て
間
も
な
く
阿
年

制
に
な
り
ま
す
。
現
れ
は
、
税
制
叩
屯

話
や
パ

ソ
コ
ン
な
ど
に
他
わ
れ
る
屯

fm仙
の
コ
ン
デ
ン
サ
ー
を
製
造
す

る
仕
事
を
担
当
。
牛
深
ラ
イ
ン
の
仁

川
刊
は
い
く
つ
も
あ
る
の
で
、
他
の
人

に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
社
取
を

し
て
い
ま
す
。

休
み
の
け
は
い
い
川
般
の
こ
ろ
か
ら
始

め
た
ス
ノ
l
ボ
ー
ド
に
縦
っ
て
い
ま

す
ゲ
レ
ン
デ
で
は
、
ワ
ン
メ
イ
ク

と
い
わ
れ
る
ジ
ャ
ン
プ
什
の
七
を
削

っ
て
い
ま
す
。
出
い
辿
り
の
ジ
ャ
ン

プ
が
で
き
る
と
気
分
は
そ
う
快
、
A
J

は
ス
ノ
l
ボ
l
ド
を
し
て
い
る
と
き

が
一
冊
楽
し
い
で
す
ね
。

結
納
は
タ
イ
ミ
ン
グ
が
ん
円
え
ば
い

つ
で
も
と
思
っ

て
い
ま
す
。
理
似
の

タ
イ
プ
は
優
し
く
て
、

気
を
使
っ
て

く
れ
る
人
で
す
。

r－ーーーー－－－－－－・－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－、
『。

ーーー・・ーー，，．．．．．幽・・・ー・・・・・・・・・・ー・＿_, 

広
報
係
で
は
「
ふ
れ
愛
こ

う
さ
点
」
の
各
コ
ー
ナ
ー
に

出
て
い
た
だ
け
る
人
や
グ
ル

ー
プ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

「
出
て
み
た
い
」「
出
し
て

あ
げ
た
い
」

人
が
お
ら
れ
れ

ば
、
広
報
係
（
岱
役
場
内
線

2
1
2
）
へ
ご

一
報
を
。

lfl・
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投
稿
コ
ー
ナ
ー

今
川
の
投
制
の
テ
l
マ
は

楽
し
み
」
で
す
。
こ
の
テ
l
マ
と
そ

れ
以
外
に
寄
せ
ら
れ
た
は
が
き
を
紹

介
し
ま
す
。

心身
、
り
栄
し
み
は
ス
キ
ー
で
す
ね
。

下
手
で
す
が
・
：
。
練
習
会
で
コ
ケ
て

コ
ケ
て
・
・
・
。

~· t ＂·内~
d‘雛木充

あ
わ
；・
卒
業
の
け
が
近
く
な
っ
て

い
る
ん
で
す
よ
ね
ー
。
こ
の
時
期
が

い
ろ
い
ろ
つ
ら
い
－b

（
ペ
ン
ネ
ー
ム
都
筑
な
ぎ
さ
ん
）

冬
の
楽
し
み
：
「
ど
も
っ
ぽ
い
で
す

け
ど
冬
遊
び
・
。

（
ペ
ン
ネ
ー
ム
雛
木
先
さ
ん
）

家

μ
2
出
川
の
い
い
八
が
き
ま
し
た
o

M
l
大
変
で
す
。

（
ぺ
ン
、
ネ
ー
ム
d
a
r
kさ
ん
）

初
投
稿
で
す
。
い
つ
も
山
し
て
み

ょ
う
か
な
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

な
か
会
か
出
せ
な
く
て
－

b

こ
れ
か

冬
0) 

・回・

節分の日

い
か
ら
あ
げ
る
っ
て
l
」

保行
｜
「
ふ
ー
ん
。
そ
い
が
け」

の
つ
ぶ
や
き

ちたもど’
』（

つ
ら
ら
〕

（

3
歳
児
）

H
く
ん
「で
も
。
こ
ん
な
に
い

っ
ぱ
い

先
生
。

μて
凡
て
」

似
向
上
『え
っ
、
何
｝

H
くん

｛ほ
ら
、
つ
ら
ら
。
ぼ
く
ん
ち

H
〈ん

「
ね
え
、

よ
り
大
き
い
よ
」

川附
UH
－－r・
「ト小中
ー
や、

大
き
い
ね
l
」

い
ら
ん
だ
ね
」

川附一
打
l

『そ
う
だ
ね
』

〔
ア
イ
ス
雪〕

3
此
山
）

H
〈ん

｛先
生
、

こ
の
つ
ら
ら
な
ん
か

K
〈ん「
わ
l
吋
や
勺
や
。
い
っ
ぱ
い

日
射
み
た
い
や
ね
』

〔雪
や
こ
ん
こ
ん
〕

（2
此
山
）

降
っ
て
き
た
ね
」

U
くん

「
ね
え
ね
え
。
．41
っ
て
冷
た
く

て
ア
イ
ス
み
た
い
け
ど
食
べ
ら

れ
ん
が
い
そ
。
ア
イ
ス
は
冷
脱

出
か
ら
山
し
て
食
べ
る
や
ろ
。

省
は
立
か
ら
降
っ
て
く
る
か
ら

ア
イ
ス
と
迷
う
が
。
だ
か
ら
食

べ
ら
れ
ん
が
ね
」

K
〈ん「
ぼ
く
食
べ
た
こ
と
あ
る
よ
。

ア
イ
ス
古
や
ア
イ
ス
省
や
｝

鹿
沼
ぬ
ダ
イ
ズ

~®® 

H
〈ん

2
1い
っ
ぱ
い
降
っ
た
ね
」

保山
川寸

「本
昨
ー
や
ね
。
ど
こ
か
ら
こ
ん

な
に
い
っ
ぱ
い
降
っ
て
き
た
が

や
ろ
l」

H
くん

「ゆ
l
き
や
こ
ん
こ
ん
か
ら
や

ト
4
F
」

保
行
卜
．
「ふ
ー
ん
。
ゆ
l
き
や
『
」ん『」

〔
問
題
〕

〔問
題
〕

ん
っ
て
、
ど
こ
に
あ
る
が
」

H
くん

「お
山
に
あ
る
が
。
毛布
っ
て
ね
、

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
さ
ん
降
ら
し

て
く
れ
る
が
や
っ
そ
l
。
市
ーな

ら
も
た
ま
に
投
稿
し
て
み
よ
う
と
思

っ
て
い
る
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

（
ぺ
ン
、
ネ
ー
ム
ア
イ
さ
ん
）

ア
イ
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
楽
し
い

イ
ラ
ス
ト
を
均
い
て
く
だ
さ
い
ね
。

（
係
よ
り
）

来
月
の
テ
ー
マ
は
宗
十
業
」
で
す
。

掲
載
に
つ
い
て
は
題
行
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い
削
何
度
に
制
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す
る
助
合
が
あ
り
ま

す
。

※
投
稿
者
の
皆
さ
ん
へ

「今
川
の
テ
l
マ
」
に
投
嗣
さ
れ

る
い
ん
は
、
で
き
る
だ
け
イ
ラ
ス
ト
と

は
別
の
は
が
き
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
に
は
住
所
、
氏
名
を
必
ず
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
氏
名
の
柑
械
が
附
る
場
合

は
氏
名
の
ほ
か
に
匿
名
希
望
や
ペ
ン

ネ
ー
ム
を
お

A
き
く
だ
さ
い
。
怖
さ

ん
か
ら
の
多
数
の
位
制
を
お
伴
ち
し

て
い
ま
す
。

①
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述
成
し
た
つ

A
5
万
人

Z
J
n
u
－
－
＼
 

I
ト
L
B
IA
s
j’’
s
f’’

c 
20 

)-j 

入

②
同
日比
年
金
は
何
此
か
ら
加
入
す
る
つ

Amω
成

uumμ
此

句

Jnuhudh

f

、q
J－
M

〔応
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方
法
〕

会
は
が
き
に
答
え
の
記
号
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
を
円
い
て
3
パ
旧
H

（町

目
的
印
付
効
）

ま
で
役
場
総
務
課
秘

代
日
仏
報
係

｛
〒
側

’
0
7
9
3仙
川

川
道
下

l
l
3
3）

へ
巡
っ
て
く
だ

さ
い
。
抽
選
で
3
人
に
凶
持
券
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
今
川
の
当
選
者

は
桜
川
さ
ん
、
川
州

ι小
允
さ
ん
、
... r災

さ
ん
、

に
決
ま
り
ま
し
た
。

春よ釆b、！ 型車いのはもう

こりごりと思うのは、私ばかり

ではないと思います。除雪費の

補正を認めていただきました

が、もう一度補正をしなくては

いけません。雪が溶りると f水

になるj f春が来るjなどと言

ったり、聞いたりしたことを思

い出しております。

きて、市町村長は住民の直接

選挙によって選ばれ、自治体を

統轄し、代表するという強い権

限が与えられ、自治体の意志を

決める立場にあります。たとえ

ば、首長（自治体の長）が担任す

る事務の中に財産の取得、管理、

処分する場合であっても、町民

の信託という限定に基づく権限

である以上、町民全体の利益、

不利益を最重視した判断が常に

重要と考えております。また、

首長も一人の公務員である以

上、全体の奉仕者として公共の

利益のために、全力を挙げてそ

の職務に専念すべきと私は考え

ております。

人の生い立ちゃ体験、経験

（経歴）が一人ひとり違うのは当

然でありますが、選挙で選は‘れ

た人は、住民のためにまた、町

全体の利益 ・不利益を念頭にお

いていただき、議論をしたいと

考えております。

しょせん、首長は孤独なる職

責ではありますが、町民の温か

い戸ー援をいただければ、“がんば

るぞ”と執務室の机に向かうこ

とができます。早く春よ来い ！

(2月19日記）.. 



新保登志雄さん副会長に区長会長に坂口斉さん各地区の区長・町内会長が決まりました。
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・町民バスケットボール大会
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・両越中学校バスケットポール大会
24日ω～25日目 9. 00～ 
サンリーナ
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アルコールと病気
年末年始の宴会続きもひと段

落しましたが、 3月からは、ま

た、送別会や歓迎会でお酒を

飲む機会が増えてきます。アル

コーJレと病気というと、皆さん

は肝臓病をすぐ思い浮かべられ

ると患います。慢性肝炎や肝硬

変の方は弱っている肝臓にさら

に負担をかけることになるの

で、飲まない方が賢明です。し

かし、お酒で悪くなるのは肝臓

ばかりではありません。 すい臓

や心臓さらには脳にも影響する

ことがあります。

いわゆるアルコール中毒：ア

ルコール依存症の人は脳の特に

前頭葉という人間らしい機能を

行う部位が選結してくることが

知られています。それが、さら

なるほけや人格崩壊につながる

わけです。また、色々 な遂にな

りやすくなります。特に、アル

コール濃度の濃いウイスキーな

どを多く飲む人には食道癌がよ

く見つかります。

毎日お酒を飲み、休みの日に

は朝や昼から酒を飲む人、お酒

が原因で仕事や家庭で問題を起

こしたことがある人は、もうア

ルコール俄存症の入リ口に立っ

ています。 1日の限界はお酒な

ら2合まで、ビールなら大ピン

2本まで、そして週に2日は休

肝日（アルコールゼ口の日）を作

りましょう。

k1~ b"Jt. 
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楽しいさきの一日を演出
ーやらんまいけ ！南保雪まつりー

2月4目、南保小掌校周辺で Iゃらんまいけ！

南保雪まつりjが行われました。

会場では、豚汁や焼きそば、焼き鳥など数多く

の出店が並んだほか、ステージショーでは踊りや

獅予舞などの演芸が鍛露されました。

また、グランドでは階段を利用した高さ10は

の滑り台を作り、滑走距離を競う I雪」ニスべ口一

大会jや、雪を高く積み上げる 「摩天楼jが人気

を集めるなど、大勢の人が楽しい冬の1日を過ご

しました。

首遊びで触れ合い
ーあさひ野小児童が育磯苑を訪問一

特別麓護老人ホーム「育磯苑Jで2月19日、
あさひ野小掌校の児童が訪れ、入所申のお年寄り

と交流を深めました。

お年寄りと触れ合い、思いやりの気持ちを持と

うと企画されたもので、工コ（環境）委員会とダン

スクラブの12人が訪問。最初に 「おはロックJ
と ［こきりこ節Jの踊りを搬露した後、折り紙ゃ

けん玉などの言遊びを一緒に楽しみました。

・j また、この白は育磯苑のプレゼントとして新し
いタオルを贈りました。

郷土料理に舌鼓
一朝日申学校でHみそかんば”作りー

町に伝わる郷土料理を知ってもらおうと、 2月

7日から朝日申掌校の2年笠153人が fみそかん

ばJ作りを行いました。

みそかんばは山崎地区に伝わる料理。炊いた米

をよくつぶし小判型に形作り、割りばしに刺して

焼き器で両面をこんがり焼いた後、ごまみそをつ

けて食べるもので、五平もちに似ています。

この日は、町農村女性グループの弓野良幸さん

と水野きぬえさんが講師役となり、笠徒の皆さん

は、自分たちで停ったみそ力、んぱを昧わいました。

吾どもたちの意見が形に
一五箇圧小児童の意見であさひ総合病院に点字表示設置一

五箇庄小掌授の4年壬23人が2月13日、あさ

ひ総合病院を訪れ、院内見掌会を行いました。

同綬の4年生は、国語の授業で視覧障害者にとっ

て点写が大切であることを掌習し、町の主な施設

の点宰表示を調査。同病院に芯力、ったことから、

昨年10月に 「自の不自由な人のために点写をつけ

てくださいJと手紙を送りました。病院ではさっ

そくエレベーターや手すりに点写表示を設置。こ

の臼は児童たちを招待し、点写表示を重め院内を

見掌してもらいました。

Ne~s & Topics 
広報係でId:，あなたの回りの身近な話題を1さっています。

ft8 3-1 1 00 内線212へ

3組のカップルが誕生
ーバレンタインコンパLoveグッチユ一一

21世紀最初のバレンタインデーを前に、狙身

男女に出会いの揚を提供する「バレンタインコン

パLoveゲッチユーjが2月4日、なないろKAN

で行われました。
町の結婚問題宣捷事業の一環で、昨年度に続き

コンパ形式の出会いの場を企画。町内若手育志で

つくる実行委員会が内容を検討し、ゲームやフ

リータイムなどを通し、親ぼくを深めました。

町内外から100人の男女が参加し、3組の力ツ

プルが誕笠しました。
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Llv』r：~1 lrf orri⑪tlcr 
人をいたわり 人を愛し υ人を自重する

このIC＼が社会信祉のIC＼である。

「人を理解し

朝日町社会福祉協議会は、

皆 さ ん と共に地域の福祉

向上を目指す民聞社会福祉

団体です。

場所 朝日町福祉センター内

社会福祉協議会だより

n83-0576 

コ人をいつくしみ

※l唯一子l¢U持参

健康インフォメーシヨン
問い合わせ ：保健センター n83-3309 

修学資金が応援します

収入が少なくて宝活にお困りの世

需で、お号さんが高校－大学などの

進掌や修掌のために、 j必要な資金が

足りないときに信りられる笠活福祉

資金制震があります。

この資金の信入れには、所得制限

がありますが、無利害で利用できま

す。員付け内容については次のとお

りです。詳しいことは社会福祉協議

会へお問い合わせください。

曹民 綬 月 34.000内以内
i彦

r.ri 主事 同 34,000円以内
ふ守同c 

費
~ 大 月 56,000円以内

大 ’・子~、 月 60.000円以内

高綬 自宅 通宣言 75.000円以内

高専 告宅外通学 85.000円以内

一短大畠宅通学 90,000内以内
就 大学 自宅外通学 100,000円以内
み＋同

支
さらに、入学時に饗する経総で、特に

度 必要と認められる場合には、下Scを限

金 度として貸し付けを受けられます。

・私立高綬 155.000円

・国公立大学 ー短大 280,000円

・私立大学短大 290.000円

ることを目的に開催されたものです。

参加された408の委員の皆さんは、

少年たちの現状や兜童虐待の問題、現

在 ・これからの生徒指導方針などに耳

を傾け、児童委員としての吾どもとの

関わりについて現状や問題点を提起さ

れ、委員として舎後の活動の指針とさ

れました。

また、2月22日には下新川郡社会

福祉連絡協議会の主催による三町民

生 ・児童委員合同研修会がアゼリアホ

ールで開催。富山県警察本部少年課！の

瓜g:紘害課長補佐さ/v<J)「予どもと吾

膏て家庭を巡る課題と青票jについて

研修されました。

哩盟
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活J
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、
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2月2目、町福祉センターで朝日町

民生委員児童委員協議会の主催による

主体研修会が開催されました。研修会

では、 魚津教育事務所の植木裕一主任

生活指導主事を鵠師に迎え、「；子ども

と予育て家庭をめぐる問題点jについ

て講義をいただきました。

近年、 予どもを巡る課題は複雑－多

様化しており、害どもが健やかに笠ま

れ青つ豊かなミ子育て社会を構築するた

めに、 地現住民とともにある児童委員

は、身追な相談・麦援者としてその活

動の一層の強化が期待されていること

から、 委員としての資質の向上を図る

とともに、住みよい町づくりに言語告す

崎
町

島

l

、．‘
1
 

．．
 
‘
 

※償還は卒論起して、 6カ月後から始まります。

100,0001’1 

・本lllf Jiii雌11i台さんから亡)j,ミサ

エさんが’t1llfおt!t,1,r；になったお礼と

して 100.0001’1 

．東 －：.i11llllf 徽川作泌さんから%，II修業

浄財の·，~I 50ρ001’1 

．蜂行 u的’＇）J.さんから l円玉破口

2.5401'! 

｛しょうi由…／〈さじ2

a ~ みりん ノくさじ2

I 1沙＊lii －一小5じl
粉ざんしょう ー・・少l1t

l人分勺たりエ才、ルギー

3071¥cal 

〈子互豆〉一一
① ねぎは 15センチuさほどになるようにr分ず

つりjる

② fl納付は幅が15センチほどになるように2～3
紋ずつ端を司Hl、広げて ·If~べる。同線にして
あと3偶作るe すべてにfUと測をふる。

③②にねぎをl本ずつのせて、くるくると肉で
迭さ、小走粉をiWくまぶす

＠熱したフライパンにirl1を人れ、③のをき終わ
りを Fにして，lf（べ人れ、きつね色に焼き、こ
ろがしながら肉に火を過してこんがり焼く。

⑤ a を加えて ~I＜）（（がなくなるまで、 ころがして
点からめるa

⑤・11大に切ってl:l'Cり、粉5んしょうをふる《

⑦Hけ［tわせに佐野菜や凶け物を添える。

3月の休日救急診療当番医翠~＝－午後間
4日（日） 寺 崎医 院 ft82-1118 

1 1日（日） 申川医院 ft82-0120 
＇－ーーー一一一一ーーー

18日（日） 板 東 病 院 ft83-2299 

20日（火） 松 宮 医 院 ft82-0051 

25日（日） 丸 川 病 院 ft83-3391 

材寛至至う
ねぎ ... .....・H・－－……2~＞

ll~iロースA9切り l士I 300g 
i11~ ・ H・ H・－………小さじ ｜

Jl,!t … υ …一小さじ14
小t:.粉一........大さじl

illi.…・ …ー…少r,1

司i 業 .r, 灯 H 
品Z毛、 ルj

（対象 tJ・ ~1; ) 受付 II寺i出

心 の 健 康 相 談 3JJ511・I9Fl 
（間期lですが制抑制ti いずれもりI) 新川保健所
けちします｛会52-1224) 13:00～14:00 
痴ほうf’~~人の倒読む受けます j

機能訓練 3 JI 13110<) 
i米fijtセンター

（脳卒中i創立鋭的 13:00～13.30 

女性の健康相談
11j jJ!j余附｜！

（思側iから更年期に自川） 13:30～15:00 新川保健所
の身体的・精神的悩み

赤ちゃん広場
3J I 611（刈

（妊財お批ごろまでの） 10:00～l I :30 
保健センター

Ji；ちゃんとその付制 ※ 

ゆめっこランド 3JJl311・27LI 

（保有Jfr;i~入所児とその舟） t、ずれも｛必 保健センター

親 ・家族 9:30～11 30 

ゆめっこランド自由開放
3JJ 611（刈

（附川入所YU::-tの叫）9:30～l I :30 
｛米健センター

観 ・家fili-

3か 月児健診 3Jl2711(:k) 
i泌総センター

{12{fl2JJ 生まれ ※） J 3:00～13:30 

1歳6か月児健診 3J1221 M:) 
保融~七ンター

{ll1!'8JJ・9月’lミまれ ※） 13:00～13:30 

ツベルクリン反応桟宣
3 J I 14 11 (11<) 

保健センター
4~＆ ~ょ i前～ I 2.ff5J 1’ド忘れ 13: 15～14:30 
でまだ受けていない人 ※ 

BCG接種
3 J J 1611 （金） 保健センター

(14 LIにツペルクリ ンベ※J 13: 15～14：・ 30
検査を受けた人

歯科検診・フッ素塗布

( 11 4句刊叩1は山2引…j （~：叫センター
6かji児腿，iきで冷守l；された 13: 15～14・：QQ
方のみ） ※ 

司’桜l:lf l:glfj且it¥；さんから亡必すみ

さんが’I:riliお111:,iliになったお礼と

して 100.0001’1 

・殿lllf 大Jt-巡ーさんから亡父仏：さ

んが＇I~1111おlll:Jf;になったお礼として

100.0001'] 

・後 11< i：.~ l[ijーさんから亡父ぷツ15ん

が’l=.f1IJお）It，必になったお礼として

羽田町善意銀行

( 1月11日～2月9日）

• 'l •lllf 111diふぢ校さんから亡），;l:i設定

さんか’J:.f1iJお 111:.；~になったお礼とし

て 100.0001’l 

ありがとう
あたたかい，ち。も

w

。健版1-t>桜教積以ひ1住民相談（l、ずれちぷ'-lltnは3JJ211、9II、

1611、23円、3011仁、ずれち令lli1!11 l午前9IL'J'30分から｛京地セン

ターで、包人制ト｜｜；センターでの員nw+11.：炎は 3J1611、1311、2711

( l、ずれも火llt¥llll午後 lH寺30分から、 3JJ21 ll(lf<lは JM~U~泌セン

ターでちiIっています．

おう託事長にお屈しくださいs

第2・第4土日趨Bは外来休診｛試行）です。
急患は夜間・休日を問わず、 24時間いつでも受け付けします。H83・11600あさひ総合病院

由国’
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チャイルドシートの無料貸出し
111'＂ド4J J I 11から土JJ9~ ( 6 trL.f,( i1:1~ ） 

をl’｜動車に釆せる際、チャイルドシ

ー トの岩間が義務付けられています。

このため、制LIllJfでは昨年に就き、

チャイルドシート の無料1'ifP,しをし

ます。そこで、 fill¥しを希望する万

のljI jるみを受付けます。

貸出し対象者 明LIlllfJ.1｝作者で3成

以 l'.6歳未満の幼児がいる保3進行。

町の新規蹴農者
このほど、小矢河川iのクロスランド

おやべで第161111出111山口業主fの出い

がIJ制作され、 tii）~lii改良行激励会で•：OJ 11 

町から目白のi1'1水対比さん（23級）と絞

lllfの ｜土；j~11~一成さん（2 1i反）がffr}'Jt就l!!Jri・ 

として（tJ) 1・-.・・w 1以出業公ti:から就政党

IJJ)J-'.ii.を交付されました。

－：似たばこやたばこの投げ総てをし

ない。

また、 2i託児以 下の幼児が2人以上 ： ・Xぷらを妨げるときは、その均を

し、る保護者。 ： 紛れない。

貨出し期間 l年（｛fI立） q~.位としま ・ ・ J!frlの強いときは、たき火をしない。

す0 ~新は 11J能ですが、改めて ＂＇jム ・ .(I!~ に は、マッチやライターで遊 ・

みが必要となります。 ？ ばせない。

申込み期間 随時受付けます。

申込み揚所 lllJ内の？？保育所＆び役

財i叱版協和l:j~~

問い合わせ f立地1蝕！ぷ；11¥~1 1 ..設！地域めi

~1 .. ｛系（まま内線 141)

. 'rli:況指呉はIト．しく｛史い、

*Ii：はしなt、。

たこ；~I＇~~ : 

－ストーブには、燃えやすいものを

近づけない。

［消防団春季実習］

3JJl811(11）に消防卜月が季似；／＜，！Ill

固定資産課税台帳を縦覧します j糾が行われます。

、，~成 I 311°1主の凶)j：訂版（－1・地・るf

hi. . 償却資p'(i) 税！！以説iの J，~艇となるぷ

脱行｜阪を縦覧します。

期間 3 J J I 11から 3)J 2111まで

（上 －｜｜及び祝｜｜を｜徐く）

湯所 明11lllf ｛立場税務ぷ

‘1'1 I Iは午前 711.'fにIDTI人l~＇：械でサイ ・ 平成 I311'1立のIEI民年金i以険料は、

レンがH鳥らされるほか、消防fj(によ：ノ；11：も 13300111に似えii’［かれること

るlllfl刈j型炉｜もftわれますから、火災 ：になります。

11q1（年金の保険料は11f.)1納めるこ
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問い合わせ 役場税務ぷ（合内線123）：膨［l、します。

春の火災予防運動 笹川婦人消防隊に制服交付

朝日町立中央図書館（~83 -0574) 

新しい本
GI:) 

くり-trn進のため、防災 .J，じ急処i貨の

諮仰を受けました。

｛業は馬鹿に毛ょった。

危なし＼ iモード

TIP＆携需端末研究会

桃予 江圏香織

ビートたけし

ビアトリクス ・ポター

J・ テイラー

マネーゲームの予言者たち Tパス

トラッ力一 T・ ブラウン ・J「

スロー・トレインに秦っていこう

秦 隆 司

ホームページベスト5000 2001年

春夏版 アスキー編集部他編

ちょっと琶の道具たち 岩井宏富

またたび 伊藤比巴美

予供部屋に入れない親たち年金だより
}$JI I剛

とが））;(l!IJですが、 4}J qiに l年分を

まとめて納付することができます。

これを f前納j といいます。前納す

ると、 一定のや（で保険料が；；flj引きさ

れますし、納め忘れのWfofflにもなり

四回
百助嘘八百物語 佐藤雅美

取り首え吾（チェンジリンク〕

大江健三郎

ソング・オブ・サンデー 藤堂志津予

霧の震 津田ふじ吾

チーズはどこへ消えた？

S・ ジョンソン

ホラ吹きアンリの冒険 荻野アンナ

くるみ街道 青木奈緒

月夜見 増田みず菩

ニュースキャスター 山川健一

ビタミンF 重 松 清

プラナリア 山本文緒

本の紹介
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い言

立を
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エ；を

土宗終
止~ ＂＂・0υ
逸て
郎は
著

現在、なぜ、〈；女、殺すなかれ〉と

いう捉は機能しないのかつ 人論の

タガが緩んだ I退屈と空虚と焦燥の

時代jに、表題のテーマのほか、 自

殺、売買春、 不倫、愛、死刑、戦争

轟｛壬等、古くて新しい Iま還の課題j

を具体的与状況との接点力、ら考える。

0休館のお知らせ

蔵書点横のため、3月13日ω
から17日∞まで休館します。

女ホット求人情報交
『火をつけた あなたの責任 ： このほど、川団法人｜ ｜本消防協会 ：ますので、たいへん便利です。

最後まで』；より品1＼人消防隊による安全で災；；；.に ； 前＊I与をあ叩される／jは、お早めに

3月2011（火）から26H（月）まで、 ：位い地域づくり#f；進事業の一関とし：役場の回民年金係へご相，淡くだぢL、。

イFの全国火災予防i単動が：t施されま

す。運動期川111は午1ili711寺と＇I・後9

11.'j:の2凹サイレンをll!;lらします。

：て、 tn：川弘，＼人的｜防隊が；Iii/Hr.の助成を

：受けました。

符川YHI人il'li的｜欲の刊さんは、析し

Ml! 
＊人緩慢 年齢 賃金 ~.I'.語~j韓所 l採用 資格経験

畠号 • 'ilf:< I・I> f本 8 人獄 免 Eヰ 害事
nu萌管理‘：耳鳴11s才～ 220.000～｜碕笹川 I s 本間包i望見習 30才 250.000 811巴｛第2・4±6昔）

2 も 1量婦 ｛土）50才 172.000 館；自 _J 2 看績婦｛士｝免許
以下 i也｛ローテーシヨン｝ ｛正、港）

3 克！Iiml議員 20：：；～ 125.000～ 除J勤定
短文宰以上．語通自動車

22才 130.000 ［舟1固88/ll 宇田 1 免許‘寧芸員iii！書優遇トーー一－・ 18才～ 250.000～ 銅山崎4 容室｛長 50才 286.000 他｛年間力レンター） 3 不問

5 長距織運伝手
20才～ 150.000～ 倒里高野 2 普通自動鼠免駒50才 250.000 目視｛也｛月2図土雌）

6 塁鍍配線、配電盤 18才～ 176.000～ 朝月山 宙通畠動車免許、電量電子
E自立 30才 192,000 EHR他｛第Z・4土ill) 科系辛民電量Ii認笹野吉

7 機錨加工総立 18才～ 200.000～ 明月山 I 2 高卒以上、普通自動車
30才 250.000 目視｛也｛第24土総｝ 免E午、経験者優遇

8 土木作誠~ 18才～ 220.000～ 鋪桜町 3 
普通自動車免許

60才 308.000 包｛巴｛第24土ぽ） 経験番組遇
9 質密鈎j20才～ 700～900 謝。牢柳 本間｜ ｛ハートi 40才 （鈎悶Jg) 同（~ (l自訟のよ｝
10 パス遺伝手 20才～ 1.000 朝舟川！＇ii 2 犬童話自動窓免許｛ハート1 I 55才 何事問給｝ 他｛雪月!l¥2木幡｝

毎月納付 ｜ 前納の
のi易会 ｜陽台 差額

定綴 159.600円I156.770円I2.830円

なお、これからは火災の発生しゃ ；ぃ；lilJJjf~ を前川し、災%にa出いt\!!！或づけ定額＋付加I164,400門I161.480円I2.920円

すいシーズンです。火災を起こさな

いよう、日〈の・JO!'iに｜分注定：し まし

ょっ。
［火の用心アつのポイン卜］

－家のまわりに燃えやすいものを凶

かない。

冒回・

町の工事発注状況 ~500万円以上）
一このコーナーは町が入札したものをmi1戒していますー （H13.1 l～I 31) 

un 
t
 

阪 l，地先 ｜：λ吠予定｜ ‘；，rn Ji.謀Ii ~ r.・ぉ

0 f求人紛綴一覧寄託j もご利用ください。
o；芋しいことは、魚津公共峨禁法：定所事~IU分笠 宮82-0198へおれれ、合わせくださし、

，深自

川 r11:i1ド叫 H川 oI制御印 ｜消防

平成13年3刈分

くらしの情報室

1Liviing1 lll!f tJ町町四tion 

3月の音種相談
〈相談は無料です〉

裁判所出張調停相談

10:30～15:00 福祉センター

6日ω心配ごと相談

13:00～16:00 信枇センター

結婚相談

13:00～16:00 信組センター

13日制心配ごと相談・女性相談

13:00～16:00 福祉センター

14日制年 金相談

10:00～15:00 役場会議室

21日制
心配ご、と相談・行政相談

人権相談・結婚相談

13:00～16・：00 信批センター

27日制心配ごと相談

13:00～16・：00 福批センター

28日制年 金相談

10:00～15:00 役場会議室

．教育相談

受け付け時間 （同.7.l< .木曜日）

9 :oo～16:00 

場所 教育センタ一相談室

fi82-1000 

・子育て相談

受け付け時間 （月～金曜日）

8 30～17・00

専用電話宮83-1920

3月のガソリンスタンド休日当番店

4日目 中央震協 fi83-1135 

11日目 朝日否油 fi82-0661 

18日目 大谷石油 fi82-0703 

20日ω 全店営業

25日目 小川石油 宮 83-3033

交通事故発生状況調
1月末現在（ ）肉は前年同月比

ふ号Jム ｜物損事故

17 0 23 I 71 
(17) (0) I (18) (60) 

3 O I 4 i 23 
(3) <O> I <3l I (15) 

入答書u実苔

管内

朝日町

・回・



くらしの情報室

!Livi rig lrih:ir ffiJ ti 011 

fドがまモj邑すると、叉給資絡を失うJ弘

行があるので半めに千続きをしてく

ださい。

［特別児童扶養手当］

心身にljI位以 1-.のド宗主がある20成

本i1:14の児童の母子T行ーに支給されます。

ただし、所得に；Iii］ド：1~があります。

［母子家庭の貨付制度］

lサ子（f}:/111｝）家厄を対象に、修学資

金やfj：古資金などを低利で貸し付け

る制度があります。希望手千lま耳i吊If・｜ ． 

会L’I ii：司4務所に！一｜

汗しくは健J,i.i何，＼tll: ~1！地 t攻拓i tll：係

（岱i笠~｝内線 1 42）へ.to、問い合わせく

だ、さい。

・国

t，＂ .主 主 計 寸咋 ：｜孟センタ一（籾「 川｜
F二 孔 . ：~－－， ~ ＂~·. 
忌d ii:'''. : ~22-3535 

町民農園fなないろ農園Jl黒部ルート見学会参加者 j家族介護用品購入費の助成
利用者 ~ 黒部峡行鉄辺の搾平から ~H ；~i＼ダム j 千l：宅で常時、紙おむつを使川して

平成 1 3 ｛ド伎の Iなないろ民間J 平IJ ： までを結ぶ~,I,\部ルートは、？？段は関 ： いる出たきり・倒ほう性高齢~riや防

用者を県民します。 i 1J4電力（株）の I；すり甘ルー トとして使 ；古を持つ方に、介護用品購入貨を年

場所 償水地内 ; J II されていますが、 {i；明行を持り、 ：'iiJ!3hl'Jを限度として助成していま

（なないろ KAN 付近） ：μ学会が問。i：されます。あなたも体 ：す。

一向支出固として 221~11同根度 ：験してみませんか。 ：①店たきり ・痴ほうの認定を受けた

11ズ11l1j50～lOOm' ：対象者 小学5＂ド生以上のl位以な人 : 65級以上の方

4月 I411（けから翌午 3 : （小？：＇I：は保設有11i) f'I'-) ：②身体障害者 I・ 2級または紺tiT 

：コース 際、1-:H＇，先コ ースと！日部ダム ： 11長Aを所持する65歳ぷ満の方

~ Il l~コースのいずれかを選択 ： なお、申請を受け付けた ｜刊以後に

：見学日 5} 12311～l l 月2911 ：附人した分から，該勺しますので、ぷ

：問い合わせ先 黒部ノレート~.！.学公募 ：増される方は役均位脱福祉課（t主役場

： 委抗会事務日（~076 - 442 -8263) ：内線142）へ＂＇請してください 。

1 L ~姐邑 ：量 二：
県民カレッジ ；母子家庭・障害児を持つ j

新川地区センターの受講生 ： 家庭の皆さんへ
食・J~ のx.化講Ii＇；，新 ・ 新川学： ［児童扶養手当］

200 l、介護技術入門、 11<彩｛向教家、： 18歳になった後の法制の3)131日 ：

陶芸教京、来しい尖会，ili、パソコン：に到達していない児竜（または20歳未 ：

初級、パソコン111級 ：渦の｜埠符山）を長行する、 J:tf家反や ：

場所 出以カレッジ新川地IX:センター ：父が震度の｜将；1；.の状態にある家嵯等 j

（彩rill/;/:f1'. . .'j校｜人1) ：に支給されます。 ： 

申込み 4川 l日～ 1411、rp込みni: ただし、公的年金を受けていたり、 ：

紙と詳しい講店内符は 3 川 23 円 発行： 一定額以上のJ~d4がある助什は受給：
予定 ：できないことがあります。

問い合わせ先 県民カレッジ新川地 ： また、受給ーJ~出が発~I＇.してから 5 : 

勤務時間

管理員・・・7:00～l9: 15 3交付；Iii]

夜間管理員（宿直）一18:30～8:30

外業員・・・8:30～17:15までの｜！日

清掃パー ト・0・10:00～］4:00

雇用期間 4) jから li月末まで

応募方法

3 J J 121 l(J J)まで履歴川を添えて申

し込んでください。なお、採川につ

いては面接のう え決定します。

申し込み・問い合わせ先

（財）朝日lllf文化 ・体育振興公社

（生探乍~！.＞／館内 定~82 - 1294)

情熱あるスタッフを
募集します

朝｜｜ ヒスイ海岸オートキャンプ場

で施設の官~など、臨時的なスタッ

フを募集します。

募集内容

年齢50歳から65蔵までの方で、改

のi隠柿をそれぞれ右 j'.名詩集します。

ただし、 i11婦パートについては4ドm;;
不問とします。

管理員・夜間管理員（宿直）・外業

員・清掃パート

n83-3700 

＼ 

怠怠L＇~調布出店者募集
なないろKA N朝市組合では、平成13年度の出店蓄を募集します。

自慢の新鮮な野菜や花、農産加工品などを販売してみませんか。

募集締切り 3月12日（同）

申し込み ・問い合わせ なな（，＼ろKAN 

砂

•3月 251 J([I) '1:1妥311寺カ3ら41I 寺

琴のぞ主演奏をllflきながら抹茶は

し、かがっ（千j:l"f)

うたとえ喫茶魚~
オープン

毎日！f>;I.第311l!Mll

.4月 l円(II)

組本久市肖楽教斗~~ぷ会

J J 31と｜（日）まで

I m＇ ~I たり 50Pl ( l区111!j

2,5001'1からs.ooorr.1位j主）

申込み＂＇ 込み用紙（広制3J-J勾と

同時に配イi』）により 4灯61-J（イωまで山

林水産課（'f宮内線243）へ＂＇込みくだ

施設

利用期間

利用料金

コップ、ぐい飲み、 －iw.trざしの＂＇

から lつ選んで体験してみませんか。

〈体験日〉 毎迎I'.. II・祭卜｜

午前lQll.'tから 5名

午後2ll!tから5名

3,000 l’l 

吹きガラス体験

オープニング記念

ミニコンサー卜開催

JO・00～lI . 00 

アゼリアホール情報
さい。

n83・2000

講座

朝日町連合婦人会総会話演会
3月18日（8) 午後2時

アゼリアホール

富山医科薬科大掌医掌部

産科 ー婦人料教授斎藤滋先笠

演題 f女性の骨粗しよう症についてj

※入場は無料です。多数の皆さんのご来爆をお待ちしています。

＼ 

今；~...、み川情報

(tt83-3700) 

41-1 l日（LJ)

． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 

盆〉

20日

時

所

師

B
湯

講

雪割草展示会 9 : 30～16: 00 

アゼリアロビー

ダンスパーティー／朝日ダンスクラブ主催

18: 30～21 : 00 

アニメ映画（有料）

「ワンピースJrデジモンアドベンチャーj

休館日 ・6・13・21・27U

夜間休業0・5 ・12・19・28LI

18日 .25卜｜ ’F1lli 11 l時から午後

311寺までイベント 問。i：の

ためあじわい館貸切り

午後511午から終｜｜貸切り

31日（：I:)より ランチバイキング

スタート

3月の営業について

〈料

3/25日

3/25日

3/31 (±) 

ミ多）i"-
， ~；・Iε1、 。

〈ユー 舌長~..9'
C行2五九

［町の人口］平成13年間 1日現在

人口 16,280人 （・15)

男 7,666人 ｛・6)

女 8,614人 （・9)

世帯数 5, 142 （・5)

（ ）は前月比! .. !_ 
．お問い合わせ

朝日町役場総務課秘書広報係
〒939-0793
朝日町道下1133
ft 83-1100 ~AX 83・1109

．ホームページ
http://www.town.asahi. 
toyama.jp/ 

,,,,,,,,,,,,,,, 
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・冨担

的
な
同
」川い
本
欽
で
揃
か
れ
て
い
る
が
、

沢
太
じ
い
さ
ん
の
令
色
に
光
る
触
に

迎
渇
し
た
、
心
踊
る
思
い
が
そ
の
指

先
ま
で
も
いい
火
制
さ
れ
て
い
る
。

絵
本
に
は
子
ど
も
た
ち
に
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
伝
る
明
確
な
H
的
が
あ
る
。

し
か
も
、
対
象
が
幼
い
ず
ど
も
で
あ

る
か
ら
、
わ
か
り
や
す
い
内
符
で
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
純
化

を
し
て
絞
り
込
み
、
し
か
も
心
に
凶

に
川
り
か
け
る
も
の
で
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
井
口
作
品
は
、
何
よ
り
も

凶
に
そ
の
均
一
山
そ
の
も
の
の
明
試
を

伝
え
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
必
州
は
、

大
人
に
と

っ
て
も
な
お
さ
ら
に
けんご

い
や

た
え
が
あ
り
、
心
を
も
癒
し
て
く
れ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

決
まi
り議し
ま会て
しの
た 日 せ
。程土

舞
台
と
な
る
新
潟
県
山
市
忘
付
は
、

日
本
で

一
前
の
家
叫
地
出
。
木
が
よ

く
鯉
の
益
殖
が
成
叫
ん
で
、
錦
鯉
の
故

郷
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

絵
本

「金
ご
い
じ
い
さ
ん
」
は
、

こ
の
山
内
ぷ
村
に
作
む
u
川
上
小
沢
太
が

政
令
仰
を
作
る
ま
で
の
二
十

4
作
の

年
月
を
、
附
い
た
作
品
で
あ
る
。
山

山
一
向
け
の
凶
H
H
で
絵
本
と
分
知
さ
れ

る
本
は
、
紙
面
の
中
で
絵
が
半
分
以

k
を
山
め
る
も
の
で
、
は
ぽ
絵
だ
け

で
も
筋
書
き
が
追
え
る
内
容
の
も
の

を
さ
す
。
絵
と
文
市
が
、
そ
れ
ぞ
れ

な
拙
う
役
目
を
し
て
似
附
し
て
い
く
。

こ
の
場
而
も
沢
太
じ
い
さ
ん
が
、
川

で
釣
り
を
す
る
子
ど
も
の
バ
ケ
ツ
に

令
色
に
光
る
鯉
を
見
つ
け
た
場
面
で

あ
る
。
川
山
に
釣
り
糸
が
般
い
込
ま

れ
る
よ
う
に
垂
れ
る
。
夏
の
強
い
日

月
し
が
ぷ
し
込
み
、
川
似
の
中
山
を

的
協
が
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
る
。
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「金ごいじいさんJより
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